
  

 

 

 

 

 

 

               

 

 

令和５年度も折り返しになりました。６日（金）は前期終業式、１０日（火）は後期始業式となります。前期始

業式の折に、「もっともっとすてきな学校にしていくために、一人一人の力を合わせて、みんなで協力していくこ

とが大切」とお話ししました。自分の力を出し切ることができたか、友達と協力し合いながら学校生活を送ること

ができたか、子供たち自身が前期を振り返り、自らの努力や成長に気付いてほしいと願っています。そして、後期

に向けて、新たな目標をもって努力できるよう、全教職員が全力で学校教育を推進していきます。 

 

さて、本校の校歌の３番に「独学自修」という言葉が歌われています。そして、本校の校訓として代々大切に受

け継がれています。この「独学自修」の意味を、文字通り解釈すれば、「師につくことなく、独力で学問を修めるこ

と」となります。しかし、私たちの先輩方は、この言葉をどのように受け止めて日々の学校生活を送ってきたのか、

どんな思いをこめていたのかを考えると、もっと深い意味があるのではないかと感じています。 

本校の校歌がつくられたのは、昭和１１年、１９３６年です。当時の校長、第５代 田島 音次郎 先生が、校

歌の歌詞にぜひ「独学自修」の言葉を入れてほしいと、作詞していただいた北原 白秋 先生にお願いしたそうで

す。 

では、この頃は、一体どのような時代だったのでしょう。 

昭和１１（1936）年は、二・二六事件が起きた年です。遡ること５年間、昭和６（1931）満州事変、校歌ができ

た翌年、昭和１２（1937）日中戦争が勃発します。このような時代背景の中、田島先生は、「独学自修」の言葉に、

どんな願いをこめていたのか、その願いを受けて、北原 白秋 先生は、どんな思いを詩にこめたのでしょうか、

そして、山田 耕筰 先生は、どのような思いをもって、曲を編んだのでしょうか？そんな風に考えてみると、「独

学自修」の真の意味を、どう捉えたらよいのか、今も考え中です。 

 

最近、電動キックボードを多く見かけるようになりました。安価に購入することができ、また、気軽にレンタル

（シェア）して、町中で乗り降り可能なサービスも増え、次世代のパーソナルモビリティとして注目されています。

（もちろん、その安全性については、いろいろ課題もありますが…）また、毎年のように、スマートフォンの新機

種が誕生し、より高性能になっていきます。 

技術革新が急速に進行していく一方、解決すべき世界規模の問題もより深刻化し、待ったなしの状態で対策が講

じられることが求められています。例えば、気象庁が９月１日に発表した報告によると、今年の夏の平均気温偏差

は＋1.76℃で、1898 年以降、もっとも暑い夏になったのだそうです（今も暑さは続いています）。世界的にも猛暑

をはじめ、様々な異常気象が報告されています。こうした気候変動に、私たちはどのように向き合っていけばよい

のでしょうか。 

 

今、業平小学校で学んでいる子供たち、これからの社会を生き抜くためには、問題を発見し、知を結集して協働

しながら、解決策を見付け、実行していく力が求められると考えています。そのような力を身に付けるためには、

誰が「師」となるのでしょうか？いえ、もしかしたら、「師」などいないのかもしれません。自ら学び、考え、考え

続け、多様な他者と協力し合いながら、よりよい社会を形成するための「最適解」や「納得解」を自らの力で見付

けること、これも、もしかしたら「独学自修」なのかもしれません。 

 

前期終業式の日に、お子様一人一人がどんな活躍をし、成長していったか、その一端を通知表としてお渡しいた

します。後期の開始まで、わずか 3日ですが、ぜひご家庭でも、お子様の頑張りを認め、励ましていただきますと

ともに、後期に向けて、新たな目標をお話し合いいただければ幸いです。「独学自修」の実現に向けて… 
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  「独学自修」について考えてみました  校長 伊藤 康次 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日 (日) 都民の日 すみだまつり・こどもまつり 

２ 日 (月) 

委員会活動（⑤⑥６校時） 

「まなびの教室」前期最終日 

※４年生は５時間授業 放課後⑤⑥ 

３ 日 (火) 
社会科見学③ 放課後③④ SC 

「まなびの教室」休室始  

４ 日 (水) 安全指導 放課後子ども教室 

５ 日 (木) 秋の歯科健診（全） SC 

６ 日 (金) 前期終業式 前期専科終 

７ 日 (土)  

８ 日 (日)  

 ９ 日 (月) スポーツの日 

１０ 日 (火) 
後期始業式 後期専科始 SC 

すみだいじめ防止の日 放課後③④ 

１１ 日 (水) 午前授業  

１２ 日 (木) SC 

１３ 日 (金) 
研究授業（さくら・５校時） 

午前授業（さくらを除く） 

１４ 日 (土)  

１５ 日 (日)  

１６ 日 (月) 
クラブ活動（④⑤⑥６校時） 放課後⑤⑥ 

教育実習始 

１７ 日 (火) 放課後③④ SC 「まなびの教室」休室終 

１８ 日 (水) 
放課後子ども教室 業平公園清掃（6-1） 

「まなびの教室」後期開始日 

１９ 日 (木) 避難訓練 SC 

２０ 日 (金) 

学校公開始 

給食委員会発表集会（担当：給食委員会） 

セーフティ教室（全）明治みるく教室① 

色と遊ぼう（出前教室）② 

パルシステムによるお米の出前授業⑤ 

２１ 日 (土) 

学校公開終 土曜授業 学校説明会  

ワクワク夢教室（⑥２～３校時） 

お買い物体験講座（東京財務事務所出前

授業）② 

なりっこまつり（午後：PTA 主催） 

２２ 日 (日)  

２３ 日 (月) 放課後⑤⑥  業平公園清掃（５-３） 

２４ 日 (火) 生活科見学② 放課後③④ SC 

２５ 日 (水) 放課後子ども教室 

２６ 日 (木) プラネタリウム⑥ SC 

２７ 日 (金) 

児童集会（担当：集会委員会） 

教育実習終  

午前授業（2-2 を除く） 

２８ 日 (土)  

２９ 日 (日)  

３０ 日 (月) 
スカイツリーインタビュー活動⑥ 

午前授業（①～⑤） 

３１ 日 (火) 

生活科見学① 

サイエンスショー（④3 校時） 

放課後③④ 

○数字は学年を表しています。  

SC･･･スクールカウンセラー来校日  放課後…放課後外遊び 

 

 

10 月の行事予定 

お知らせ 

○前期終業式・後期始業式 
６日(金)に、前期の終業式を行います。久しぶりに

全学年が集まって、体育館での実施となります。終了

後、「あゆみ」を渡します。「あゆみ」は、ご家庭でお

子さんと一緒に内容を確認していただき、今後の学校

生活に役立てていただければと思います。また、「あ

ゆみ」の家庭からの欄へのご記入もよろしくお願いい

たします。 

 そして、翌週１０日(火)には、後期の始業式を、終

業式と同様の形で実施します。気持ちを切り替えて、

後期にむけてみんなで新しいスタートを切りたいと

思います。なお、式後は平常授業となります。 

（教務部 大澤） 

 

○セーフティ教室 
１０月２０日（金）に、セーフティ教室を行いま

す。１年生から３年生、さくら学級は身の回りの防

犯・安全について、４年生から６年生は SNSとの適

切な関わり方について、ゲストティーチャーをお呼

びして、体育館で学習します。ぜひ、保護者のみな

さまもご参加ください。                
（生活指導部 黒岩） 

○英語でインタビュー（6年） 
１０月３０日（月）５．６校時に、小学校６年間

の外国語のまとめの活動として、スカイツリーに観

光に来ている海外の方にインタビューをしてきま

す。インタビューするだけでなく、これまでに学習

したことを生かして、日本の文化も伝えて、英語を

通して、交流を深めたいと思います。                     

（６年担任 菅野） 
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10 月の目標 

 


